
 
 

 

平成２８年１１月２４日 

第八管区海上保安本部 

未来の海猿を発掘！ 

～ 潜水研修候補者の選考会について ～ 

 

１ 日時  

平成２８年１２月１５日（木）１３：３０～１５：３０ 泳力測定（市内プール） 

平成２８年１２月１６日（金）０８：３０～１２：００ 体力測定（舞鶴西港第３ふ頭岸壁） 

 面接  （本部庁舎） 

身体検査（本部庁舎） 

 

２ 選考会参加者   

  管内海上保安部署所属職員 ５名 

 

３ 実施種目   
 

（１）泳力測定  

  ① 呼吸停止（１分間） 

  ② 水平素潜り（２５ｍ） 

  ③ ５０ｍクロール 

  ④ ５０ｍ平泳ぎ 

  ⑤ ３００ｍ自由形                

 

 

 

問い合わせ先 

第八管区海上保安本部 

広報地域連携室 

奥野 哲也 ・ 今出 高廣 

 電話 0773－76－4100 （内線2111･2117） 

 第八管区海上保安本部では、平成２９年度の潜水研修への参加者の選考を行います。 

体力、泳力及び人物を総合評価して、潜水士として適性のある者を選抜します。 



 
 
 

（２）体力測定  

  ① 懸垂 

  ② ５０ｍ走 

  ③ １５００ｍ走 

 

（３）身体検査  

 

（４）面接  

 

※取材に関しまして 

次のとおり取材の対応をいたしますので、希望される社は、12月８日午後３時まで

に総務課広報・地域連携室まで、ご連絡いただきますようお願いいたします。（静止

画、動画の提供も行います。） 

体力測定 12月16日（金）08：30～10：00（舞鶴西港第３ふ頭岸壁） 

 

参 考  

○ 潜水士とは 

船舶の転覆、沈没等の海難事故に際し、水中での捜索や転覆した船内からの救

出など、困難な環境下での救助活動を行います。 

第八管区海上保安部には以下の巡視船に潜水士が配属されています。 

境海上保安部 巡視船おき     ７名 

敦賀海上保安部 巡視船えちぜん  ４名 

○ 潜水研修とは（正式名称：研修科潜水技術課程） 

広島県呉市にある海上保安大学校において、約２ヶ月間にわたり行われる訓練･

研修であり、潜水士として必要な基本的な知識、技能の修得に続き、転覆船内で

の救助活動など、実際の海難現場に即した内容の訓練が行われ、この課程を修了

した者だけが潜水士になれます。 


